
入
〇
七
 
 

人
宍
～
九
 
 
 

九
三
≡
 
 

一
一
四
大
 
 

一
一
入
一
 
 

一
二
五
五
 
 

言
≡
～
五
 
 

一
≡
≡
五
 
 
 

一
≡
九
大
 
 

一
四
四
五
 
 

一
四
五
七
 
 

一
五
二
七
 
 

一
五
二
入
 
 
 

一
五
四
一
 
 

一
五
五
二
 
 

一
六
二
七
 
 

〓
ハ
≡
≡
 
 

一
六
四
六
 
 

二
ハ
五
〇
 
 

一
六
五
九
 
 

一
六
大
三
 
 

一
六
一
九
 
 

西
暦
盲
号
年
月
日
 
 

一
大
入
≡
 
 

一
大
入
七
 
 

一
七
〇
℃
 
 

一
七
〇
四
 
 

一
七
〇
七
 
 

一
七
〇
九
 
 

一
七
二
二
 
 

一
七
一
四
 
 

一
七
一
五
 
 
 

一
七
一
大
 
 

一
七
一
七
 
 
 

一
七
一
入
 
 

一
七
二
四
 
 

大
同
〓
 
 
 

大
同
年
間
 
 

東
平
≡
 
 

久
安
〓
、
〓
 
 

牽
和
元
 
 

達
長
七
 
 

宗
元
年
聞
 
 

達
武
二
 
 

応
永
≡
 
 

文
安
二
 
 

長
醸
元
 
 

大
永
七
、
二
、
九
 
 

享
蔵
元
一
二
、
妻
 
 
 

天
文
岩
、
五
、
三
 
 

〃
 
三
、
三
、
 
 

元
和
五
、
八
、
八
 
 

軍
水
四
 
 

〃
一
〇
 
 

正
保
三
 
 

慶
安
≡
 
 

万
治
二
 
 

寛
文
≡
 
 

ク
 
三
国
、
四
、
 
 

〃
 
グ
 
岩
、
一
 
 

〃
 
〃
 
岩
、
 
 

天
和
≡
 
 

民
事
四
 
 

元
綬
〓
ニ
 
 

〃
 
〓
、
ニ
、
云
 
 

宝
永
雪
±
「
三
 
 
 

〃
 
六
 
 

正
徳
二
 
 
 

〃
 
四
 
 
 

ク
 
五
 
 
 

事
件
元
 
 
 

〃
 
二
 
 

〃
 
≡
 
 

ク
 
九
 
 

七
、
 
 

柄
森
神
社
の
前
身
で
あ
る
小
嗣
の
建
立
を
伝
え
ら
れ
 
 

る
 
 

平
谷
的
場
神
社
の
鎮
座
を
伝
え
ら
れ
る
 
 

研
山
神
社
を
宇
佐
八
幡
宮
よ
り
勧
詔
す
る
 
 

平
清
盛
が
安
芸
守
と
な
る
 
 

熊
野
本
宮
社
紀
州
熊
野
権
現
よ
り
微
謂
す
る
 
 

光
教
妨
の
前
身
石
水
壷
の
建
立
を
伝
え
ら
れ
る
 
 

榊
森
神
社
が
新
富
区
富
の
前
に
銃
座
す
る
 
 

安
芸
の
国
の
守
誕
武
田
信
武
が
足
利
方
と
な
り
熊
谷
 
 

違
兜
を
矢
野
城
に
攻
略
す
る
 
 

輿
地
八
幡
宮
紀
伊
の
国
宝
津
よ
り
勧
請
す
る
 
 

野
間
氏
矢
野
の
保
木
城
に
入
る
 
 

申
滞
の
諏
訪
神
社
を
諏
訪
の
国
よ
り
勧
請
す
る
 
 

熊
野
城
（
土
肢
域
）
が
陥
落
す
る
 
 

越
中
守
相
姦
が
熊
野
庄
八
幡
宮
そ
の
他
惣
庄
の
駅
言
 
 

職
を
次
郎
左
衛
門
に
任
ず
る
 
 

武
田
氏
が
滅
亡
す
る
 
 

槌
山
城
が
陪
落
す
る
。
つ
い
で
常
山
城
が
落
ち
菅
田
 
 

豊
後
亡
ぶ
、
同
時
に
石
水
寺
（
光
教
坊
）
も
焼
失
す
 
 

る
 
 

矢
野
保
木
城
が
階
落
し
野
間
氏
滅
ぶ
 
 

厳
島
の
戦
で
毛
利
元
就
が
陶
隋
賢
を
伐
つ
 
 

宅
利
氏
閉
山
神
社
の
社
疎
五
斗
五
升
を
五
石
に
加
増
 
 

ま
た
熊
野
本
官
社
に
五
斗
を
与
え
る
 
 表

 
 
 

代
 
 

年
 
 

和
歌
山
城
主
浅
野
長
農
広
島
城
に
入
る
、
高
四
二
大
、
 
 

五
〇
〇
石
、
こ
の
年
水
野
勝
成
備
後
一
〇
「
0
0
 
0
石
の
領
主
と
L
て
神
辺
に
来
る
（
一
大
二
二
、
福
 
 

山
城
を
築
い
て
移
る
）
 
 

穫
野
長
治
が
三
次
に
分
封
さ
れ
る
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
伝
≡
郎
が
な
る
 
 

浅
野
霹
が
川
角
村
の
検
地
を
行
う
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
四
郎
右
衛
門
が
な
る
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
伝
兵
衛
が
な
る
 
 

庄
屋
須
山
伝
兵
縛
ら
川
角
乗
船
神
社
神
匪
を
造
営
す
 
 

る
 
申
滞
大
池
が
完
成
す
る
（
縦
二
入
間
、
横
一
二
間
）
 
 

こ
の
頃
平
谷
村
の
庄
屋
は
梅
山
新
三
郎
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
膏
兵
衛
が
な
る
 
 

広
島
諾
が
銀
札
を
発
行
す
る
。
元
琴
二
原
臣
清
三
郎
 
 

天
満
屋
治
兵
楷
 
 

広
島
蕃
が
銀
札
を
禁
止
す
る
 
 

藩
主
署
長
藩
政
の
大
改
革
を
行
う
 
 

都
万
新
路
を
行
う
 
 

こ
の
頃
平
谷
村
の
庄
屋
梶
山
治
兵
衛
 
 

榊
山
細
社
火
災
に
か
か
り
窯
物
を
焼
失
、
広
島
町
新
 
 

開
に
疫
病
流
行
、
こ
の
頃
甘
藷
の
栽
培
法
が
伝
わ
る
 
 

領
内
都
万
定
免
の
制
を
実
施
す
る
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
掘
兵
衛
が
な
る
、
各
地
に
農
民
一
 
 

環
が
起
る
（
熊
野
、
平
谷
、
川
角
平
穏
）
 
 

賀
茂
郡
能
美
尾
、
仁
万
方
面
に
百
姓
一
援
が
起
る
。
 
 

関
係
者
一
〇
四
七
名
、
代
官
支
配
（
各
郡
代
官
二
人
）
 
 

の
旧
制
に
復
寸
 
 

榊
山
神
社
の
神
殴
を
造
営
す
る
 
 

事
 
 

項
 
 

七
三
七
 
 

二
 
二
七
竺
 
一
一
七
四
六
 
 

一
五
五
五
 
 
 

一
五
五
大
 
 
 

三
夫
ノ
完
 
 

一
五
七
八
 
 

一
五
入
一
 
 
 

一
五
入
七
 
 

一
五
九
一
 
 

一
五
九
二
 
 
 

一
五
九
五
 
 

一
五
九
九
 
 

〓
ハ
0
0
 
 

一
七
二
大
 
 
 

一
七
二
七
 
 

一
七
≡
〇
 
 

一
七
三
五
 
 

一
七
五
六
 
 

一
七
五
七
 
 

一
七
七
〇
 
 

一
七
七
四
 
 

一
七
入
四
 
 

一
七
八
八
 
 

一
七
九
〇
 
 

一
七
九
四
 
 

一
七
九
七
 
 
 

】
七
九
八
 
 

一
入
0
〇
 
 
 

一
入
一
一
 
 

一
入
一
〓
 
 

天
文
孟
、
一
ニ
．
 
 
 

弘
治
二
、
八
、
 
 
 

永
碩
年
間
 
 

天
正
大
 
 

〃
 
九
 
 
 

〃
一
五
 
 

ク
一
九
 
 

グ
二
〇
、
ニ
、
五
 
 
 

文
醸
四
 
 
 

諺
長
四
 
 

ク
 
五
 
 

〃
 
六
 
 

元
知
立
、
六
、
ニ
 
 

年
号
年
月
日
 
 

享
保
一
一
 
 
 

ハ
′
 
〓
一
 
 

ゲ
一
五
 
 

〃
 
二
C
 
 
 

元
文
二
 
 

冤
保
一
一
 
 

延
事
三
、
四
 
 
 

宝
暦
六
 
 
 

リ
 
 

明
和
 
 

安
永
 
 

天
明
 
 

〃
 
 

寛
政
 
 
 

ケ
 
 

〃
 
 

ク
一
〇
 
 

〃
一
二
 
 
 

文
化
八
 
 

〃
 
九
 
 

七
 
 

七
 
 

≡
 
 

四
 
 

入
 
 

〓
 
 

六
 
 

九
 
 

圧
良
梶
山
新
左
衛
門
ら
平
谷
の
入
質
を
 
 

嘉
開
抑
 
 

毛
利
家
の
家
臣
赤
川
源
左
衛
門
ら
が
榊
山
神
社
に
神
 
 

田
を
寄
進
す
る
 
 

虫
害
撲
滅
の
祈
願
ほ
ど
き
と
し
て
熊
野
盆
臍
が
始
ま
 
 

る
 
 

光
教
妨
が
真
言
宗
か
ら
真
宗
に
改
宗
す
る
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
四
郎
右
街
門
が
な
る
 
 

豊
臣
秀
吉
が
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
す
る
 
 

広
島
城
は
ば
竣
エ
（
瑠
初
は
一
五
入
九
、
四
、
一
五
）
 
 

毛
利
輝
元
は
じ
め
七
入
城
、
こ
の
年
毛
利
民
芸
備
両
 
 

国
の
検
地
を
行
う
 
 

毛
利
氏
が
厳
島
の
御
子
内
侍
給
と
し
て
熊
野
よ
り
入
 
 

石
入
升
一
合
を
つ
か
わ
す
 
 

豊
臣
秀
苦
が
全
国
検
地
を
行
い
、
郷
保
庄
を
靡
し
国
 
 

郡
村
の
剖
を
し
く
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
孫
右
循
門
が
な
る
 
 

関
ケ
原
役
で
毛
利
輝
元
安
芸
備
後
等
七
国
を
削
ら
れ
 
 

周
防
、
長
門
両
国
を
与
え
ら
れ
る
。
福
島
正
則
が
安
 
 

芸
（
二
六
大
、
∧
0
0
余
石
）
備
後
（
二
六
二
、
一
〇
 
 

つ
余
石
）
の
領
主
と
な
る
 
 

福
島
正
則
熊
野
村
の
検
地
を
行
う
。
僧
路
河
西
光
寺
 
 

を
開
基
す
る
 
 

福
島
正
則
広
島
城
の
修
理
を
琵
め
ら
れ
羽
州
津
軽
に
 
 

転
封
 
 

広
島
藩
「
郡
方
倹
約
御
地
招
巳
を
由
し
節
倹
を
徹
底
 
 

さ
す
 
 

こ
の
頃
鰻
野
村
庄
屋
新
左
禰
門
 
 

広
島
＃
が
銀
札
禁
止
令
を
解
く
 
 

米
価
一
二
十
八
具
享
保
か
ら
寛
些
二
年
ま
で
の
最
盛
）
 
 

に
下
落
す
る
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
太
兵
衛
が
な
る
 
 

飛
脚
が
中
国
筋
に
現
れ
る
 
 

熊
野
村
検
地
、
こ
の
頃
庄
屋
新
左
爾
門
、
孫
右
御
門
 
組
頭
五
人
 
 

こ
の
頃
熊
野
村
の
庄
畠
利
右
衛
門
、
作
十
郎
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
四
郎
右
御
門
が
な
る
 
 

広
島
藩
祉
倉
法
を
行
う
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
欄
七
郎
が
な
る
 
 

こ
の
頃
熊
野
村
庄
屋
千
（
仙
）
石
綿
門
、
助
右
裾
門
、
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
四
郎
右
衛
門
が
な
る
 
 

西
光
寺
火
災
に
か
ゝ
り
肯
宝
物
を
失
う
 
 

輿
浦
一
帯
に
腸
チ
フ
ス
が
流
行
す
る
 
 

江
戸
紺
屋
敷
類
焼
に
つ
き
寸
志
銀
を
上
納
す
る
 
 

熊
野
村
内
の
地
一
三
七
、
橋
二
四
を
数
え
る
 
 

こ
の
頃
熊
野
村
の
庄
屋
額
兵
衛
、
仙
右
裾
門
 
 

川
角
村
の
庄
屋
に
四
郎
看
街
門
が
な
る
 
 

田
植
の
頃
熊
野
本
官
社
焼
失
し
神
雲
紀
州
に
飛
び
去
 
 

る
と
伝
え
る
 
 

山
本
患
祖
平
次
山
目
付
と
な
る
 
 

郡
方
諸
蟹
仰
出
御
法
度
（
節
約
令
）
布
告
（
こ
の
前
 
後
鑑
政
三
年
、
天
保
九
年
間
聖
昌
触
琶
窄
苫
 
 

項
 
 

事
 
 

（184）  
（185）   



一
入
≡
一
 
 
 

一
入
≡
二
 
 
 

一
入
≡
六
 
 
 

一
入
≡
入
 
 

一
入
〓
九
 
 

一
入
二
〇
 
 

一
入
二
一
 
 

一
入
二
〓
 
 

一
入
二
八
 
 

一
入
≡
九
 
 

〃
 
 

一
入
四
〓
 
 
 

一
入
四
大
 
 

一
入
一
五
 
 

〃
 
 
 

一
入
七
〇
 
 

ク
 
 

ー
Ⅳ
七
一
 
 

〃
 
 
 

一
入
七
〓
 
 

〃
 
 

り
 
 

〃
 
 

〃
 
 

〃
 
 

一
入
七
≡
 
 

文
政
≡
 
 

ゲ
 
四
 
 

〃
 
五
 
 

〃
一
一
 
 

文
化
一
二
 
 

天
保
二
 
 
 

〃
 
三
 
 

〃
 
七
 
 
 

ク
 
九
 
 

”
二
『
義
、
石
 
 
 

〃
 
〃
 
五
、
ニ
七
 
 

〃
二
二
 
 
 

弘
化
≡
 
 

〃
一
二
 
 

慶
応
二
、
四
、
三
 
 

明
治
元
 
 
 

〃
 
二
、
二
、
二
 
 

〃
 
〃
 
六
、
 
 
 

ク
 
三
、
九
、
 
 

〃
 
グ
 
三
、
 
 

〃
 
団
、
八
、
 
 

ク
 
ク
 
 
 

ケ
 
五
、
〓
、
 
 

〃
”
ソ
 
四
、
 
 

リ
‥
∴
、
ニ
、
 
 
 

〃
 
〃
 
入
、
 
 

グ
 
〃
 
九
、
 
 

ク
 
ル
 
三
、
一
 
 

〃
 
六
、
〓
、
 
 

〃
 
〃
 
八
、
三
 
 

川
角
村
か
ら
国
郡
士
佃
御
隔
偲
≡
何
語
地
碍
田
帖
総
出
 
 

こ
の
頃
餞
野
村
人
口
八
六
五
戸
、
≡
五
一
四
人
、
川
 
角
村
≡
五
戸
、
一
七
一
人
、
平
谷
相
室
声
、
二
王
 
 

一
人
 
 

こ
の
頃
熊
野
村
の
庄
屋
千
兵
衛
、
秀
太
郎
 
 

川
角
村
大
洪
水
に
つ
き
郡
役
所
よ
り
検
分
に
来
る
 
 

広
島
碍
内
に
コ
レ
ラ
が
流
行
す
る
 
 

川
角
村
洪
水
、
田
地
及
土
手
修
理
、
米
割
を
行
う
、
 
 

熊
野
村
庄
屋
秀
太
郎
病
死
（
十
一
月
）
組
謂
利
兵
御
 
庄
屋
と
な
る
、
他
の
一
人
の
庄
屋
ほ
千
兵
衛
 
 

洪
水
に
つ
き
川
角
村
川
土
手
に
砂
入
、
郡
役
所
よ
り
 
 

岩
崎
整
八
、
大
崎
利
源
大
検
分
に
来
る
、
翌
年
も
同
 
 

”
し
 
 

川
角
村
の
庄
匿
に
四
郎
看
衛
門
が
な
る
、
川
角
村
洪
 
 

水
、
郡
役
所
よ
り
大
野
木
薫
助
検
分
に
来
る
 
 

川
角
村
、
熊
野
川
の
土
手
そ
れ
ぞ
れ
修
理
さ
れ
る
 
 

こ
の
頃
熊
野
村
の
庄
屋
千
兵
樺
、
市
郎
左
衛
門
 
 

粕
鯛
訣
蛸
鞄
村
死
者
五
。
。
余
名
、
広
島
諌
 
 

五
月
十
五
日
よ
り
約
一
ケ
月
長
雨
、
熊
野
村
内
洪
水
 
 

で
橋
が
落
ち
家
を
流
し
死
人
発
生
す
 
 

佐
々
木
為
次
有
馬
よ
り
宅
薮
製
造
の
技
術
を
習
得
し
 
 

て
帰
る
と
い
う
 
 

熊
野
村
の
庄
畳
に
山
本
屋
祝
平
次
が
な
る
。
こ
の
頃
 
他
の
一
人
の
庄
屋
ほ
市
郎
左
衛
門
 
 

川
角
村
洪
水
に
お
そ
わ
れ
る
 
 

社
倉
支
配
役
に
山
田
尾
根
平
次
が
な
る
。
熊
野
村
の
 
 

社
倉
十
人
組
頭
取
に
明
之
助
が
な
る
 
 

井
上
治
平
、
乙
丸
常
太
ら
肇
笠
法
を
修
得
し
熊
野
村
 
 

に
伝
え
る
、
八
月
十
二
日
熊
野
村
、
川
角
村
一
帯
洪
 
 

水
、
損
害
甚
大
 
 

ゆ
る
ぎ
観
音
堂
を
建
玉
す
る
 
 

米
相
場
石
一
貫
目
 
 

部
役
人
十
名
庄
屋
健
太
郎
方
に
宿
泊
の
際
入
十
入
才
 
 

以
上
の
者
四
名
⊆
口
右
術
門
、
太
郎
左
衛
門
、
≡
右
 
衛
門
、
伊
平
母
）
正
金
各
〓
雨
一
人
扶
持
、
八
十
入
 
 

才
以
上
の
死
亡
者
（
共
成
母
）
正
金
五
雨
、
八
十
才
以
 
 

上
の
者
正
金
二
爾
、
孝
子
六
人
正
金
各
≡
雨
賜
わ
る
 
 

藩
籍
奉
還
 
こ
の
年
健
太
郎
社
倉
支
配
役
と
な
る
 
 

庶
民
に
苗
字
を
許
す
 
 

侭
刀
を
禁
止
す
る
 
 

贋
藩
置
県
、
藩
主
漂
野
長
期
上
京
、
一
環
起
る
（
武
 
 

一
塾
件
）
 
 

散
髪
を
許
す
国
令
を
器
索
（
広
島
は
六
年
二
月
一
〇
 
 

日
断
髪
令
）
 
 

土
地
永
代
売
監
禁
止
令
を
解
く
 
 

県
内
を
大
小
区
域
に
定
め
る
（
県
下
を
十
七
大
区
に
 
 

区
分
）
熊
野
は
平
谷
、
川
角
、
押
込
、
嘗
代
、
焼
山
 
 

等
と
と
も
に
第
≡
天
区
第
五
小
区
に
編
成
、
初
代
戸
 
長
神
願
徳
穿
、
副
戸
長
佐
々
木
健
太
郎
 
 

町
村
組
合
方
法
改
正
、
一
〇
戸
を
も
つ
て
一
小
組
、
 
 

一
町
村
内
の
小
組
を
あ
わ
せ
て
一
大
組
と
す
る
 
 

学
制
発
布
 
 

京
浜
問
に
汽
茸
開
通
 
 

陰
暦
を
太
陽
暦
に
改
め
こ
の
日
を
一
月
一
目
と
す
る
 
 

村
民
銅
山
神
社
の
氏
子
と
し
て
社
贅
よ
り
氏
子
札
（
 
 

姓
名
、
生
年
月
日
）
を
配
布
、
川
角
は
母
胎
神
社
、
 
 

平
谷
は
的
場
神
社
 
 

佐
々
木
祓
四
郎
熊
野
村
の
戸
長
と
な
る
 
 

こ
の
年
か
ら
役
人
は
机
腰
掛
で
事
務
を
と
る
よ
う
に
 
 

な
る
 
 

一
入
五
三
 
 

一
入
四
八
 
 
 

一
八
田
九
 
 

一
入
五
〇
 
 
 

一
入
五
二
 
 
 

一
入
五
四
 
 

一
入
五
六
 
 

一
入
五
七
 
 

一
入
五
入
 
 

〃
 
 

一
入
五
五
 
 

一
入
六
一
 
 

一
入
六
四
 
 

．
 
 
 

一
入
六
五
 
 

ク
 
 

一
入
七
五
 
 

ク
 
 
 

一
入
七
大
 
 

〃
 
 

一
入
七
．
七
 
 

〃
 
 

一
入
七
八
 
 

撃
竺
空
、
五
′
六
 
 

ク
 
〓
 
 
 

〃
 
≡
 
 

〃
 
五
 
 

家
政
二
、
九
 
 

文
久
元
岩
、
岩
 
 

元
治
元
 
 

〃
 
ク
 
二
 
 
 

膠
応
元
 
 

〃
 
七
、
〓
、
五
 
 
 

ク
 
六
 
 

ク
 
三
、
七
、
】
四
 
 

ク
 
】
四
 
 

〃
 
五
、
五
 
 

ケ
 
ク
 
六
、
五
 
 

明
治
て
三
、
一
九
 
 
 

ク
 
〃
 
八
、
 
 

〃
 
〃
 
九
、
 
 

〃
 
八
、
四
、
 
 

ク
 
入
、
 
 
 

〃
 
九
、
≡
、
 
 

〃
 
〃
‥
八
、
二
 
 

〃
一
〇
、
二
、
 
 

ク
 
〃
 
入
、
 
 

〃
 
〃
－
ニ
、
〓
 
 

ク
一
一
、
六
、
 
 

グ
一
〓
、
六
 
 
 

〃
一
四
、
 
 

熊
野
村
洪
水
で
租
税
甚
し
く
銀
札
≡
耳
目
を
借
用
す
 
 

る
 
 

こ
の
年
雨
、
風
雨
難
不
作
 
 

飢
鮭
、
米
石
鋲
一
七
〇
～
一
入
C
目
、
国
札
下
落
し
 
 

金
一
匁
代
大
貫
目
位
 
 

夏
洪
水
、
秋
洪
水
、
≡
慶
大
風
、
新
宮
大
川
筋
、
出
 
 

築
庭
小
川
解
析
々
切
損
、
郡
役
所
よ
り
検
分
に
来
る
 
 

畠
作
な
く
稲
作
三
分
方
倒
れ
る
 
 

こ
の
年
渾
札
下
落
L
通
用
を
停
止
す
る
 
 

六
月
倹
約
令
布
達
、
十
二
月
詔
作
睾
害
救
助
の
為
熊
 
 

野
七
郷
（
除
、
平
谷
、
川
角
）
に
銀
十
六
買
入
百
目
 
 

（
熊
野
入
賞
五
官
冒
）
貸
付
け
ら
れ
る
 
 

大
地
震
、
た
ゞ
し
中
国
地
方
は
軽
後
、
熊
野
村
は
地
 
 

割
れ
が
少
し
見
ら
れ
る
 
 

こ
の
年
熊
野
村
の
庄
屋
に
健
太
郎
が
な
る
。
同
じ
く
 
 

社
倉
十
人
組
頭
を
周
平
が
や
め
菊
右
衛
門
が
な
る
 
 

郡
中
風
儀
立
直
し
、
質
繋
倹
約
に
つ
い
て
熊
野
七
郷
 
 

庄
屋
会
同
の
際
庄
屋
慎
太
郎
宅
で
熊
谷
直
次
郎
よ
り
 
 

再
琵
（
去
秋
触
出
）
下
達
す
る
 
 

新
宮
川
、
出
来
磨
川
洪
水
破
損
簡
併
を
修
理
す
る
 
 

熊
野
村
の
庄
屋
に
誹
次
郎
が
な
る
 
 

熊
野
村
洪
水
、
新
富
川
筋
放
損
約
五
町
 
 

孝
子
み
つ
代
官
よ
り
表
彰
（
準
二
俵
頂
瓶
）
孝
子
み
 
 

つ
、
せ
う
殿
様
廻
在
の
柑
り
海
田
市
で
賞
詞
を
受
け
 
 

る
、
筏
爾
名
は
各
軍
百
支
援
与
せ
ら
れ
る
 
 

こ
の
年
熊
野
村
社
倉
十
人
組
頭
現
に
撃
二
郎
が
な
る
 
 

浅
野
公
巡
画
、
庄
屋
誹
太
郎
方
で
底
企
 
 

六
月
よ
り
八
月
半
ば
ま
で
雨
降
ら
ず
詩
作
辛
苦
 
 

長
州
征
伐
の
為
熊
野
村
よ
り
庄
屋
健
太
郎
外
八
十
六
 
 

名
平
谷
よ
り
六
名
人
夫
と
し
て
参
加
す
る
 
 

大
洪
水
、
家
が
滑
れ
流
死
す
る
者
が
多
い
 
 

佐
々
木
甫
仙
（
健
太
郎
）
上
等
戸
長
と
な
り
大
区
引
 
 

受
 
 

各
部
藩
に
教
場
が
発
足
す
る
、
弘
時
飛
（
中
澤
）
誠
 
 

心
館
（
申
薙
）
階
梯
餌
（
萩
原
）
轡
支
社
（
新
宮
）
 
 

必
隣
村
（
城
之
堀
）
開
云
社
（
出
来
）
階
業
社
（
奥
 
地
）
教
妻
鹿
（
平
谷
村
）
翫
学
社
（
川
角
村
）
教
場
 
 

名
は
後
に
部
落
に
学
校
名
を
つ
け
て
呼
ぶ
よ
う
に
な
 
 

る
（
例
え
ば
初
神
学
校
）
 
 

郵
便
為
替
法
制
定
 
 

広
島
に
歩
兵
第
十
一
連
隊
編
成
 
 

千
島
、
樺
太
交
換
 
 

こ
の
年
村
内
凶
作
、
奥
地
区
地
蔵
堂
再
建
、
地
租
改
正
 
 

中
澤
弘
時
館
を
申
出
来
小
学
校
と
す
る
 
 

大
風
、
奥
地
は
家
屋
十
二
戸
倒
れ
る
 
 

西
南
の
役
、
太
村
海
上
悦
太
郎
参
加
 
 

勧
業
佃
覧
会
璽
見
で
開
催
、
熊
野
村
よ
り
毛
笠
（
西
 
尾
平
）
雲
母
箔
（
佐
々
木
亮
之
師
）
鉱
石
（
香
田
幸
 
 

≡
郎
）
出
品
 
 

三
大
区
の
事
弼
節
を
矢
野
、
奥
海
田
、
矢
賀
、
宮
原
、
 
 

倉
橋
、
蒲
刈
、
江
田
島
の
七
ケ
厨
と
し
数
村
の
軍
務
 
 

を
と
る
。
熊
野
、
平
谷
、
川
角
、
頂
代
、
栃
原
、
焼
 
 

山
、
押
込
、
矢
野
、
坂
、
大
屋
の
十
ケ
村
は
矢
野
事
 
 

雅
所
、
戸
長
金
子
職
之
助
（
広
島
住
人
）
割
戸
長
鰻
 
 

野
村
佐
々
木
疏
四
郎
、
熊
野
人
民
絶
代
佐
々
木
亮
之
 
 

輔
 
 

申
出
来
小
学
校
を
割
い
て
新
に
出
来
庭
小
学
校
を
設
 
 

け
る
 
 

こ
の
年
海
田
市
に
安
芸
郡
役
所
を
設
け
る
、
ま
た
西
 
 

光
寺
太
堂
再
麹
並
に
絵
瓦
茸
と
な
る
 
 

佐
々
木
苑
之
輔
当
村
戸
長
と
な
る
 
 

こ
の
年
熊
野
村
に
コ
レ
ラ
流
行
 
 

光
数
坊
水
門
再
建
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一
九
〇
七
 
 

一
入
入
二
 
 

一
八
八
≡
 
 

一
入
八
九
 
 

一
入
八
八
 
 
 

一
入
九
〇
 
 
 

一
入
九
一
 
 

一
入
九
≡
 
 

〃
 
 

一
入
九
四
 
 

一
九
一
四
 
 
 

〃
 
 
 

ク
 
 
 

一
九
一
五
 
 
 

ク
 
 

ク
 
 

明
治
圏
○
、
七
、
言
 
 

明
治
一
五
、
凹
 
 

〃
一
十
、
、
 
 

〃
四
一
、
九
、
 
 

〃
四
二
、
一
〇
 
 

〃
四
≡
、
一
、
 
 

ク
 
〓
、
ニ
」
一
虻
 
 

〃
一
九
、
一
 
 

り
 
〃
 
N
、
‥
 
 

ケ
 
グ
 
九
、
三
 
 

ク
 
三
、
団
、
一
 
 

〃
 
〓
≡
、
 
 
 

ク
 
二
田
、
五
、
三
 
 

ク
一
宗
、
由
、
一
 
 

〃
”
り
 
五
、
 
 

ク
ー
≡
、
二
、
一
一
 
 

ク
 
〃
 
九
、
l
冨
 
 

ク
回
田
、
ニ
、
瓦
 
 

〃
 
ケ
 
四
、
 
 

〃
 
ク
 
五
、
 
 

ク
 
望
、
三
、
云
 
 

ヱ
一
七
、
八
、
 
 

大
正
三
、
二
、
 
 

ク
 
ク
 
八
、
 
 

〃
 
〃
 
三
、
二
ニ
 
 

ク
 
四
、
二
、
 
 

ク
 
ク
 
≡
、
 
 

〃
 
〃
一
一
、
 
 

猛
雨
大
洪
水
、
初
神
、
新
宮
の
被
害
大
き
く
出
来
庭
、
 
川
角
こ
れ
に
次
ぐ
、
揖
哲
七
、
四
〇
〇
円
の
見
込
、
 
 

当
時
の
米
価
一
石
に
つ
き
一
七
円
入
○
銭
、
菱
大
円
 
 

五
〇
銭
、
大
豆
九
円
、
豆
腐
一
個
二
銭
、
イ
リ
コ
一
 
 

貫
五
四
銭
 
 

中
澤
学
校
を
申
滞
小
学
校
と
改
称
し
初
等
科
（
≡
年
）
 
 

程
匪
の
も
の
上
す
る
。
（
中
等
科
ほ
≡
年
、
高
等
科
 
 

些
二
年
）
 
 

こ
の
年
関
野
村
凶
作
、
米
一
石
四
円
、
麦
一
石
一
円
 
八
〇
銭
、
宅
塾
生
産
年
顆
一
四
一
万
太
、
二
万
一
千
 
 

円
 
 

熊
野
村
戸
数
二
、
一
〓
声
、
人
口
五
、
七
七
六
人
 
 

広
島
釣
台
籍
五
師
団
と
改
称
す
る
 
 

中
澤
小
学
校
を
鮨
野
小
学
校
と
改
称
す
る
（
出
来
庭
、
 
 

萩
城
、
平
谷
の
二
転
を
分
教
場
と
す
る
）
同
時
に
校
 
 

舎
建
設
（
経
望
一
五
四
円
、
七
八
四
坪
）
当
時
授
業
 
 

料
〓
銭
 
 

熊
野
小
学
校
を
熊
野
簡
易
小
学
校
と
改
称
す
る
 
 

こ
の
年
コ
レ
ラ
流
行
、
凶
作
、
年
間
死
亡
数
〓
ニ
七
 
人
の
内
コ
レ
ラ
死
相
当
数
、
辟
病
者
に
対
し
て
救
助
 
措
置
を
と
る
（
一
人
一
日
男
四
合
、
女
≡
合
、
老
幼
 
老
≡
合
こ
た
忘
出
来
区
大
敵
峠
を
掘
り
下
げ
る
 
 

熊
野
闇
易
小
学
校
を
熊
野
項
常
小
学
校
と
改
称
し
新
 
嘗
簡
易
小
学
校
を
分
数
窒
と
す
る
 
 

こ
の
年
小
学
校
に
始
め
て
運
動
会
を
開
催
す
る
 
 

悪
法
発
布
 
 

こ
の
年
従
来
の
戸
長
制
靡
止
、
村
長
設
置
、
初
代
村
 
長
世
良
保
次
加
 
 

平
谷
、
押
込
、
領
代
、
栃
原
を
も
つ
て
太
庄
村
と
す
 
 

る
、
異
地
阿
耶
陀
望
再
建
 
 

佐
々
木
療
之
輔
県
会
議
員
に
当
選
す
る
 
 

焼
山
郵
便
局
を
移
し
熊
野
郵
便
局
を
開
設
す
る
 
 

二
代
村
長
中
井
堰
就
任
 
 

こ
の
年
赤
痢
流
行
、
村
内
年
間
死
亡
数
三
一
五
人
の
 
 

内
相
当
数
（
二
五
年
死
亡
一
六
四
、
〓
七
年
一
六
五
）
 
 

日
清
増
車
起
る
。
こ
の
年
凶
作
 
 

矢
野
暗
闘
通
式
挙
行
 
 

追
分
尋
常
小
学
校
増
築
（
十
二
面
、
≡
間
半
）
 
 

第
七
代
村
長
伊
藤
太
≡
郎
放
任
 
 

こ
の
年
共
同
間
代
の
問
題
が
お
こ
り
佐
々
木
亮
之
相
 
 

姦
カ
す
る
 
 

熊
野
青
年
団
発
足
 
 

帝
国
在
郷
軍
人
金
銅
野
分
会
持
成
 
 

東
京
に
お
け
る
大
日
本
文
具
教
育
晶
博
覧
会
に
熊
野
 
 

間
置
組
合
よ
り
宅
延
を
出
品
し
好
評
を
博
す
 
 

諏
訪
神
社
熊
野
本
宮
社
の
軍
内
地
を
翻
山
神
社
境
内
 
 

鞄
に
開
入
す
る
 
 

七
笠
会
安
芸
郡
期
民
会
よ
り
表
彰
状
を
受
け
る
。
同
 
 

じ
頓
乙
丸
常
太
郎
、
＃
上
禰
勘
の
両
人
宅
整
功
労
者
 
 

と
し
で
衷
形
せ
ら
れ
る
 
 

米
価
高
催
し
て
石
二
五
円
と
な
る
 
 

入
代
村
長
仏
円
舞
就
任
 
 

対
独
五
感
（
弟
一
次
世
界
大
横
）
 
 

宅
箪
奨
働
会
発
足
（
会
長
伊
藤
明
三
外
四
個
名
）
 
 

こ
の
年
呉
－
熊
野
県
道
の
巣
～
神
山
憧
問
完
成
 
 

九
代
村
長
三
稚
清
人
就
任
 
 

熊
野
茶
宮
社
拝
殿
再
建
 
 

十
代
村
長
世
良
実
二
郎
就
任
 
 

こ
の
年
中
澤
を
中
心
と
し
て
電
照
設
置
（
熊
野
一
円
 
に
設
置
さ
れ
た
の
ほ
大
正
大
牢
）
 
 

一
入
九
六
 
 

〃
 
 

一
入
九
七
 
 

〃
 
 

一
九
一
大
 
 

一
入
九
八
 
 
 

一
入
九
九
 
 

ク
 
 

一
九
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〇
 
 

一
九
一
七
 
 

一
九
一
入
 
 

一
九
〇
≡
 
 

〃
 
 

一
九
〇
四
 
 

一
九
〇
五
 
 

ケ
 
 

一
九
〇
六
 
 

一
九
〇
七
 
 

ク
 
 

ク
 
 

一
九
一
九
 
 

一
九
二
〇
 
 
 

ク
 
 

〃
 
 

〃
 
 

〃
 
 

一
九
二
三
 
 

ケ
 
 

一
九
二
四
 
 

ク
 
 
 

ク
 
 
 

一
九
二
王
 
 
 

ク
 
 

明
治
二
九
、
聖
二
 
 

ク
 
h
〝
 
六
、
宗
 
 

〃
 
喜
、
団
、
五
 
 

ク
 
ク
 
五
、
 
 

大
正
五
、
「
一
 
 

〃
 
≡
一
、
 
 
 

ヱ
ニ
二
、
三
、
 
 

ク
”
ソ
 
五
、
 
 

〃
 
≡
三
、
 
 

ク
 
六
、
一
、
 
 

ケ
七
、
入
、
 
 

ヱ
ニ
六
、
四
、
 
 

〃
 
ク
〓
「
 
 

ク
 
童
、
ニ
」
一
 
 

〃
三
入
、
一
、
 
 

〃
 
ク
 
七
、
 
 

〃
一
元
、
団
、
T
 
 

〃
 
讐
、
は
」
五
 
 

〃
 
七
、
岩
、
一
 
 

〃
 
ケ
一
「
〓
 
 

〃
 
八
、
九
、
 
 
 

ク
九
、
一
、
 
 

〃
 
ク
 
二
、
 
 

ク
 
ク
 
三
．
 
 
 

ク
 
ク
一
〇
、
一
 
 

々
 
ク
 
〓
「
団
 
 

々
ニ
コ
一
、
ニ
ニ
 
 

〃
 
h
γ
 
九
、
↓
 
 

〃
 
三
、
四
、
一
 
 

ケ
 
〃
 
団
、
五
 
 

ケ
 
ク
 
三
、
八
 
 
 

ク
一
四
三
「
 
 

ハ
 
日
ソ
 
川
、
 
 

熊
野
可
郡
小
学
校
に
補
習
科
（
三
年
）
を
お
く
 
 

追
分
分
数
室
独
立
し
追
分
丞
常
小
学
校
と
な
る
。
修
 
業
年
限
三
年
（
豊
年
四
月
）
 
 

熊
野
尋
常
小
学
校
に
市
等
科
を
お
く
 
 

≡
代
村
長
佐
々
木
亮
之
輔
就
任
 
 

こ
の
年
伝
撃
柄
隔
離
納
会
設
置
、
殖
林
を
奨
励
（
二
 
反
歩
の
制
）
稲
虫
（
う
ん
か
）
発
生
し
四
分
玉
屋
作
、
 
 

虫
送
り
の
所
蒋
を
す
る
、
米
価
高
騰
、
米
石
に
つ
き
 
 

一
入
円
、
麦
〓
一
円
五
〇
銭
 
 

苗
代
、
栃
原
に
赤
痢
流
行
（
層
代
患
者
五
～
六
〇
名
 
 

）
当
村
は
應
老
な
く
豊
作
 
 

田
代
村
長
井
上
英
一
郡
就
任
 
 

郵
便
拝
賀
一
銭
王
国
、
撃
状
≡
銭
 
 

再
び
稲
虫
（
う
ん
か
）
発
生
（
四
〇
年
頃
ま
で
毎
年
）
 
 

平
年
の
五
－
六
歩
作
 
 

北
帯
革
変
の
為
五
師
団
出
征
 
 

五
代
村
長
中
井
嘔
就
任
、
こ
の
頃
盆
踊
り
の
歌
詞
の
 
 

散
逸
し
て
い
た
の
を
修
撹
 
 

輿
～
海
田
間
鉄
道
開
通
 
 

口
碑
戦
争
お
こ
る
 
 

僕
順
隕
落
基
本
財
蹟
と
し
て
安
芸
郡
生
徒
一
人
五
銭
 
 

ず
つ
拠
金
 
 

六
代
村
長
偲
良
案
≡
郎
就
任
 
 

熊
野
尋
常
苗
等
小
学
校
に
お
い
て
費
困
児
衰
に
特
殊
 
 

教
授
を
始
め
る
 
 

熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
銅
山
神
社
境
内
に
新
築
移
転
 
 

（
児
蛮
数
尋
常
科
四
大
〇
、
高
等
科
二
≡
五
、
学
級
 
 

数
一
一
一
、
教
員
一
〇
、
経
常
響
二
、
七
〇
入
円
一
六
 
 

銭
）
修
業
年
限
尋
常
科
六
ケ
年
と
な
る
 
 

商
工
会
発
足
（
会
長
神
鳥
林
右
宿
門
外
≡
○
名
）
ひ
 
 

き
つ
ゞ
き
エ
親
会
発
足
（
会
長
横
山
万
次
郎
外
六
〇
 
 

名
）
 
 

こ
の
年
県
道
熊
野
′
神
山
峠
間
完
成
 
 

十
一
代
村
長
河
原
医
就
任
 
 

シ
べ
ヮ
ヤ
出
兵
 
 

米
価
高
幡
、
米
騒
動
起
る
、
米
価
石
に
つ
き
四
二
～
 
 

三
円
、
米
の
節
売
を
行
う
 
 

町
制
施
行
、
初
代
町
長
阿
原
臣
 
 

世
界
大
磯
休
戦
条
約
 
 

小
学
校
に
硬
筆
澤
田
、
毛
蟹
奨
励
の
陳
情
胃
提
出
 
 

こ
の
年
毛
蟹
生
産
五
、
八
五
〇
万
太
、
〓
〇
五
万
円
 
 

熊
野
宅
笠
品
評
会
を
開
催
す
る
 
 

熊
野
、
追
分
実
業
補
習
学
校
設
置
さ
る
 
 

熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
に
始
め
て
修
学
旅
行
を
す
る
 
 

貴
大
男
江
田
島
、
女
岩
国
、
高
二
九
州
）
 
 

竺
回
国
努
調
査
、
熊
野
町
人
口
六
、
空
ハ
○
（
平
谷
 
 

川
角
を
除
く
）
 
 

高
原
部
体
育
大
会
（
熊
野
、
本
庄
、
焼
山
）
を
始
め
る
 
 

熊
雪
冨
廿
同
等
小
学
校
父
兄
に
よ
り
教
育
後
援
会
を
 
 

組
織
す
る
 
 

関
東
大
農
災
 
 

追
分
小
学
校
に
高
等
科
を
密
く
、
後
援
会
を
組
持
す
 
 

る
 
 

萩
原
分
教
室
に
尋
≡
ま
で
の
児
蛮
を
収
容
す
る
 
 

熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
五
十
周
年
記
念
式
挙
行
、
教
 
育
功
労
者
を
表
彰
す
る
 
 

熊
野
伝
墾
柄
院
移
転
新
賃
 
 

治
安
維
持
法
公
布
、
婦
徳
高
等
女
学
校
創
設
、
光
教
 
 

坊
に
幼
稚
園
始
ま
る
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㍉
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一
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タ
 
4
 
三
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タ
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四
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三
一
二
、
四
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ク
 
タ
 
団
、
一
一
 
 

≠
 
三
、
三
、
七
 
 

4
 
ク
 
団
、
 
 

ク
 
ク
 
宥
、
瓦
 
 

大
正
蒜
、
九
、
－
八
 
 

ク
 
ク
 
三
、
責
 
 

さ
 
ク
 
九
、
一
 
 

人
・
二
一
、
 
 

≠
ニ
誓
八
、
き
 
 

き
 
∂
 
〓
「
 
 
 

タ
ニ
五
、
ニ
、
毒
 
 

さ
 
タ
 
三
、
 
 

≠
 
二
「
五
、
九
 
 
 

ク
 
〃
 
茶
、
 
 

タ
 
▲
ク
 
也
、
 
 

初
神
、
新
宮
部
落
に
処
女
会
発
足
 
 

熊
野
郵
便
局
に
問
詰
交
換
事
布
田
始
（
加
入
者
七
〇
）
 
 

撃
油
送
拳
法
公
布
 
 

苛
年
訓
折
節
が
お
か
れ
る
 
 

摂
政
の
宮
由
下
広
島
行
啓
の
際
宅
笠
製
造
の
御
前
作
 
 

業
を
行
う
 
 

熊
野
商
工
会
発
足
（
会
長
尺
田
徳
太
郎
外
六
五
玉
名
）
 
 

熊
野
町
信
用
組
合
の
設
立
が
認
可
さ
れ
る
（
創
業
八
 
 

月
一
〇
日
）
 
 

熊
野
郵
便
局
新
築
 
 

二
代
町
長
才
渾
原
租
就
任
 
 

熊
野
郵
便
局
裏
側
炸
焼
 
 

商
工
会
か
ら
鰐
野
商
工
案
内
を
発
行
す
る
 
 

こ
の
年
獣
毛
消
毒
場
の
建
設
を
終
り
熊
野
宅
難
業
に
 
 

刷
新
を
加
え
る
 
 

≡
代
町
長
伊
藤
忠
兵
衛
就
任
 
 

こ
の
年
熊
野
～
昭
和
西
遊
路
拡
眼
閑
適
、
熊
野
－
矢
 
 

野
道
路
の
改
修
工
事
を
始
め
る
 
 

郵
便
区
域
を
変
更
、
熊
野
跡
村
を
熊
野
に
編
入
す
る
 
 

本
庄
北
尋
常
高
等
小
学
校
を
靡
止
す
る
 
 

太
庄
村
の
内
平
谷
、
川
角
部
落
を
熊
野
町
に
合
併
 
 

清
洲
事
変
が
起
る
 
 

四
代
町
長
阿
尿
臣
就
任
 
 

第
一
回
全
国
野
道
毘
完
全
を
開
催
す
る
 
 

五
一
五
事
件
起
る
 
 

熊
野
追
分
尋
常
高
等
小
学
校
を
そ
れ
′
山
＼
熊
野
第
一
 
 

第
〓
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
す
る
 
 

熊
野
苛
年
訓
棟
研
が
成
釈
優
秀
の
為
県
知
事
（
湯
沢
 
 

三
千
男
）
よ
り
葬
形
さ
れ
る
 
 

広
島
に
原
子
爆
弾
を
落
さ
れ
る
 
 

太
平
洋
璃
争
終
汚
、
敗
戦
 
 

涌
項
鈍
 
 

れ
る
 
 

農
地
委
員
会
設
置
、
農
地
改
革
を
始
め
る
 
 

七
代
町
長
諏
訪
太
東
≡
放
任
、
伊
藤
英
雄
衆
訴
院
議
 
 

員
に
当
惑
 
 

学
校
内
に
 
 

陵入  
飲代  
立町  
、長   

郡
諸
表
桐
畑
頂
を
桔
掌
る
（
理
事
長
城
太
 
 

自
治
管
質
を
お
く
 
 

P
T
九
を
組
翻
す
る
 
 

鞘
鰐
凋
謂
謁
項
羞
立
が
認
可
さ
れ
る
（
轟
 
 

熊
野
中
学
校
が
郷
土
誌
「
竺
の
都
」
を
賽
刊
す
る
 
 

九
代
町
長
党
太
岩
壁
嶽
任
 
 

熊
野
中
学
校
が
「
単
元
枚
喰
虫
」
を
発
刊
す
る
 
 

熊
野
中
学
校
椚
山
祁
社
境
内
に
新
築
移
転
し
分
校
を
 
 

野
坂
す
る
 
 

熊
野
毛
蟹
事
業
協
同
組
合
を
指
話
す
る
（
理
事
長
城
 
 

本
領
一
外
五
玉
名
）
 
 

一
〇
代
町
長
＃
上
寿
≡
放
任
 
 

喰
虫
駆
除
の
功
に
よ
り
農
林
大
臣
 
 

第
一
回
全
国
習
字
教
育
研
究
大
会
を
関
野
辞
一
小
学
 
 

校
で
開
催
す
る
 
 

第
一
何
県
下
七
夕
飛
章
会
を
熊
野
中
学
校
で
関
醸
す
 
 
 

る
 
 
 

設本爾  
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す
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ヱ
≡
一
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多
 
さ
 
五
、
 
 

ヱ
二
≡
、
二
 
 

ク
 
〃
、
三
 
 

熊
野
毛
箔
閣
菜
摘
合
を
結
成
す
る
（
理
事
長
城
木
穣
 
 

一
外
五
二
名
）
 
 

育
年
訓
緋
併
、
実
業
学
校
を
摩
し
腎
年
学
校
を
お
く
 
 

笠
蛮
が
始
ま
る
 
 

五
代
町
長
標
山
芳
四
郎
就
任
 
 

広
島
県
ホ
興
産
業
展
覧
会
に
毛
袈
を
出
品
L
開
院
宮
 
 

（
戴
仁
）
東
久
感
冒
（
稔
彦
）
殿
下
台
覧
に
供
す
 
 

武
運
会
熊
野
分
会
発
会
 
こ
の
年
酉
光
寺
鹿
央
す
る
 
 

支
部
事
変
起
る
。
西
光
寺
再
建
さ
る
 
 

大
代
町
長
伊
藤
英
雄
就
任
 
 

こ
の
年
熊
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
が
椚
山
神
社
境
 
 

内
よ
り
現
在
地
に
新
築
移
転
す
る
。
 
 

近
来
稀
に
見
る
大
凶
作
 
 

皇
紀
二
千
六
日
年
輩
祀
記
念
行
事
を
行
う
 
 

角
力
遺
功
掃
き
（
於
第
一
小
）
大
関
前
田
山
ら
来
町
 
こ
の
年
萩
原
根
菜
倉
庫
を
建
築
、
ま
た
熊
野
町
信
用
 
 

販
売
利
用
和
合
を
設
立
す
る
 
 

照
宮
成
子
内
親
王
来
広
の
僚
閑
蜃
毛
輩
商
業
組
合
よ
 
 

り
毛
筆
を
台
莞
に
供
す
 
 

国
民
学
校
発
足
、
熊
野
第
「
第
二
尋
常
高
等
小
学
 
 

校
を
そ
れ
′
川
卜
熊
野
第
一
、
第
二
国
民
学
校
と
す
る
 
 

郵
便
区
域
変
更
、
熊
野
区
域
内
の
昭
和
村
を
大
屋
局
 
 

区
域
に
編
入
 
 

太
平
洋
璃
争
起
る
 
 

広
島
県
毛
蟹
工
業
組
合
を
結
成
す
る
（
盛
事
長
伊
顔
 
英
雄
外
二
四
一
人
）
 
 

広
島
県
宅
雑
巾
統
制
組
合
を
結
成
す
る
（
理
事
長
梶
山
 
 

俊
苦
）
 
 

こ
の
年
熊
野
町
農
業
会
を
設
立
す
る
 
 

隈
好
町
農
業
協
同
組
合
が
貯
蓄
良
好
の
為
大
蔵
大
臣
 
 

お
よ
び
日
銀
絵
裁
よ
り
表
彰
さ
れ
る
 
 

熊
野
箪
二
小
学
校
の
西
校
舎
を
新
発
す
る
 
 

熊
野
中
学
校
特
別
校
舎
を
新
築
す
る
 
 

熊
野
信
用
組
合
を
設
立
す
る
 
 

熊
野
町
教
育
委
員
会
が
発
足
す
る
 
 

蟄
業
協
同
組
合
金
柑
郡
事
務
所
を
新
築
す
る
 
 

第
一
同
県
下
型
閻
大
会
を
熊
野
中
学
校
で
開
催
す
る
 
 

こ
の
年
町
営
億
宅
革
戸
建
設
 
 

一
一
代
町
長
城
木
勝
司
就
任
 
 

熊
野
第
一
小
学
校
の
講
堂
か
新
柴
す
る
 
 

こ
の
年
町
営
住
宅
〓
○
戸
建
設
 
 

中
帝
舗
装
道
路
第
一
期
工
事
完
成
 
 

熊
野
第
〓
小
学
綾
東
校
舎
を
新
築
す
る
。
同
じ
く
熊
 
 

野
中
学
校
誹
竪
兼
用
の
新
校
舎
落
成
 
 

こ
の
年
町
営
住
宅
二
〇
戸
紐
設
（
内
六
戸
ほ
母
子
住
 
宅
）
 
 

鉄
筋
造
釈
原
農
業
倉
捧
の
新
築
成
る
 
 

こ
の
年
町
営
住
宅
二
〇
戸
建
設
 
 

奥
地
大
池
ダ
ム
工
事
に
葱
手
（
昭
和
三
≡
、
一
、
≡
一
 
 

完
成
）
城
之
掘
退
路
拡
張
工
事
 
 

町
営
僅
宅
二
〇
戸
建
設
 
 

中
帯
締
装
遠
路
第
二
期
工
事
完
成
 
 

一
二
代
町
長
城
本
勝
司
就
任
 
 

中
澤
舗
装
道
路
第
≡
期
工
事
完
成
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